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❶槍飛橋（やりとびばし）と柱状節理の狭
い谷❷夏場、ライトアップされた真名井
の滝。滝壺が直接川（五ヶ瀬川）になって
いるのが珍しい。
❸下のタテになった溶結凝灰岩の柱状節
理が約１２万年前の「阿蘇３」。上は約９
万年前の「阿蘇４」。このコントラストが
面白い。❹コイやチョウザメが泳ぐ「おの
ころ池」❺国指定名勝「高千穂峡」のメー
ン渓谷。吹き抜ける風が心地良い。

❶高千穂峡の約５キロ上流にある「尾橋渓
谷」。高千穂峡とまた違った味わいがある。こ
こも「阿蘇３」の上に「阿蘇４」が乗っかり、
五ヶ瀬川に浸食されて出来た渓谷❷国見大
橋の上からみた尾橋渓谷。❸渓谷そばにある
神社。❹渓谷の脇にある池。この水で目を洗
うと目が良くなると言われるが、水は汚れて
いるので、おすすめ出来ない。

を
涼
も
と
め
て

NORTH MIYAZAKI

県
北
渓
谷
・
渓
流
特
集

も
う
す
ぐ
夏
本
番
。街
中
の
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
の
輻
射
熱
か
ら
逃
れ
て
、涼
し
い
場
所
に

行
っ
て
み
た
く
な
る
。幸
い
県
北
に
は
涼
風
が
吹
き
抜
け
る
渓
谷
・
渓
流
が
い
く
つ
も
あ
る
。

そ
の
中
か
ら
ア
ク
セ
ス
し
や
す
い
所
を
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
紹
介
す
る
。

尾
橋
渓
谷

　
高
千
穂
町
と
い
え
ば
、
も
は
や

国
際
的
な
観
光
地
に
な
っ
た
「
高

千
穂
峡
」
が
あ
る
。
有
史
以
前
、

阿
蘇
山
か
ら
吹
き
出
し
た
火
砕
流

が
三
田
井
盆
地
を
埋
め
尽
く
し
、

そ
の
後
五
ヶ
瀬
川
に
よ
っ
て
浸
食

さ
れ
深
い
峡
谷
を
つ
く
っ
た
。
圧

巻
は
両
岸
の
柱
状
節
理
の
断
崖
。

ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
は
高
さ
70
メ
ー

ト
ル
に
お
よ
ぶ
「
屏
風
岩
」
と
対

面
の
「
真
名
井
の
滝
」。

　
屏
風
岩
を
見
上
げ
る
峡
谷
に
足

を
踏
み
入
れ
る
と
、
そ
こ
は
別
世

界
。
涼
風
が
ほ
ほ
を
な
で
る
よ
う

に
吹
き
抜
け
、
額
の
汗
の
蒸
散
を

誘
う
。
す
れ
違
う
観
光
客
の
言
葉

は
日
本
語
、
中
国
語
、
韓
国
語
、

英
語
と
さ
ま
ざ
ま
。
そ
の
多
く
が

涼
し
げ
に
真
名
井
の
滝
を
バ
ッ
ク

に
写
真
に
お
さ
ま
る
。

　
高
千
穂
峡
か
ら
約
５
キ
ロ
の
北

西
方
向
に
あ
る
の
が
「
尾
橋
渓
谷
」。

高
千
穂
峡
に
比
べ
る
と
マ
イ
ナ
ー

な
感
は
い
な
め
な
い
が
、
ど
う
し

て
ど
う
し
て
見
ご
た
え
十
分
。
こ

こ
も
高
千
穂
峡
同
様
、
阿
蘇
火
砕

流
が
つ
く
っ
た
渓
谷
だ
が
、
高
千

穂
峡
と
ま
た
違
っ
た
味
わ
い
が
あ

り
、
涼
感
十
分
。

　
国
道
３
２
５
号
の
下
野
か
ら
御

神
幸
橋
を
渡
っ
て
板
屋
、
大
内
方

面
へ
車
で
２
分
ほ
ど
行
く
と
、
渓

谷
へ
の
入
り
口
が
あ
り
、
そ
こ
か

ら
渓
谷
へ
道
路
が
通
ず
る
。
狭
く

て
急
な
う
え
に
ヘ
ア
ピ
ン
カ
ー
ブ

が
多
く
、
運
転
は
細
心
の
注
意
が

必
要
。
渓
谷
入
り
口
の
少
し
先
に

あ
る
国
見
大
橋
か
ら
渓
谷
を
の
ぞ

き
込
む
と
、
そ
の
高
さ
に
膝
小
僧

が
ガ
ク
ガ
ク
す
る
。

高
千
穂高

千
穂
峡
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●お問合わせ
高千穂町役場企画観光課 
☎0982-73-1212

〒882-1101  
高千穂町三田井御塩井

●お問合わせ
高千穂町役場企画観光課 
☎0982-73-1212

〒882-1411 高千穂町上野

高
千
穂
峡
（
た
か
ち
ほ
き
ょ
う
）

尾
橋
渓
谷
（
お
は
し
け
い
こ
く
）
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ふるさと再発見

「涼をもとめて」
県北の渓谷・渓流

月号 VOL.77

山がちな県北は、随所に渓谷・渓流がある。
夏場は涼風が吹き抜け、癒しの場を提供して
くれる。今回は県北各地の主な渓谷・渓流を
紹介する。

美郷町北郷「舟方轟」、日向市
越表の渓流

スノーシューイング選手
河野　龍二さん

県北雑学
・イベントおでかけ情報

ウイング イキイキビト 

テレビ、HD料金案内
ネット、電話料金表

今月の番組の見所と
オススメ番組

　秀峰大崩山に端を発し、上祝子集落、延岡
市街を抜けて日向灘に注ぐ祝子川上流の渓
谷。花崗岩の巨石の間を流れ下る清水はどこ
までも透き通り、夏でも冷たい。キャンパー
やハイカーの人気スポット。　　　

C O N T E N T S

2 0 1 6

P 2-6

P 7

P 8

P 18-30

P 32

P 33

表紙 / 祝子川渓谷（延岡市）

宮崎県北コミュニケーションペーパー & 番組ガイド 

6
特 集

を楽しむには
ARコンテンツ

スマホやタブレットで
COCOAR2アプリ（無料）
をダウンロード

COCOAR2を起動
のついた画像を
スキャンします

※ダウンロード方法など、詳しくは
　P9をご参照ください

限定コンテンツ

AR
コンテンツ

AR
コンテンツ

※端末は縦位置でAR
コンテンツ

3

（動画・画像）が
始まります

4

2

1



1

2

3

❶石並川キャンプ場の少し上流にある瀞（とろ）になった渓
谷。右岸は柱状節理（ちゅうじょうせつり）、左岸は巨礫
（きょれき）がゴロゴロ。水面に映える木々が涼しさを呼ぶ。
上流には急流や滝も見られる❷流れの速い場所もあり、静
と動の対比が面白い❸渓谷近くにあるキャンプ場

●お問合わせ
日向市 産業経済部 観光振興課 ☎0982-52-2111（代）

〒882-1101  日向市美々津町4803

石
並
川
渓
谷

MAP▶▶

❶鉾岳（1277㍍）の麓を流れ下
る「鹿川（ししがわ）渓谷」❷渓谷
そばのキャンプ場❸渓谷の一角
にデーンと居座る巨石。奥の民
家と比べるとその巨大さがわか
る

●お問合わせ
延岡市役所 北方町総合支所
☎0982-47-3601

〒882-0231  
延岡市北方町上鹿川申986-45

鹿
川
渓
谷❶北浦町三川内にある渓

流。水は澄み切っている。
夏場は家族連れなどでに
ぎわう。❷研修・宿泊施設
の清流荘。❸バンガロー

●お問合わせ
一般社団法人 延岡観光協会
☎0982-29-2155

〒889-0804  
延岡市北浦町三川内5681

三
川
内
渓
谷

AR
コンテンツ

MAP▶▶ MAP▶▶
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2

3

2

3

延
　
岡

❶日本一の透明度と言われる「祝子川渓谷」。大崩山（1644
㍍）の麓を流れ下る。角のとれた巨石は花崗岩。洪水のたび
に巨石の位置が変わるといわれるほど急流。❷大崩山の麓
にある天然温泉「美人の湯」。❸上祝子にあるキャンプ場。❹
発電所近くの橋から見た祝子川渓谷。大崩山と渓谷の対比
が近くで眺められるポイント。

1

県
北
雑
学

●お問合わせ
延岡市役所 北川総合支所 ☎0982-46-5010

〒889-0101  延岡市北川町川内名

祝
子
川
渓
谷

❶日之影川が造る渓谷。水の透明度は高く、夏でも冷たい。
❷渓谷に注ぐ黒谷の滝。かなり迫力がある。❸渓流のそばに
あるキャンプ場。その上には「英国館」がある。❹透明度の高
さがわかる。❺見立渓谷に行く途中には日之影渓谷がある。
写真は｢石垣の村｣で有名な戸川地区の自然遊歩道の橋。ヤ
マメ釣りを楽しむ人も多い。

●お問合わせ
日之影町地域振興課 ☎0982-87-3910

〒882-0403 日之影町見立出羽

AR
コンテンツ

AR
コンテンツ

AR
コンテンツ

見
立
渓
谷

祝
子
川
渓
谷

　
延
岡
市
街
か
ら
車
で
約
１
時
間
。

祖
母
傾
国
定
公
園
の
名
峰
・
大
崩

山
（
１
６
４
４
㍍
）
の
麓
を
流
れ

る
祝
子
川
（
ほ
う
り
が
わ
）
が
刻

ん
だ
渓
谷
。
花
崗
岩
の
巨
石
を
縫

う
よ
う
に
流
れ
る
渓
流
に
透
明
度

は
、
世
界
一
と
言
っ
て
も
過
言
で

は
な
い
。

　
ザ
ー
ザ
ー
と
流
れ
下
る
清
流
は
、

真
夏
で
も
冷
た
く
、
渓
谷
を
吹
き

抜
け
て
い
く
風
は
、
ま
さ
に
天
然

の
ク
ー
ラ
ー
。
上
祝
子
集
落
の
一

角
に
あ
る
キ
ャ
ン
プ
場
か
ら
渓
谷

に
降
り
て
行
け
る
。

鹿
川
渓
谷

　
延
岡
市
街
か
ら
五
ヶ
瀬
川
の
支

流
・
綱
の
瀬
川
に
沿
っ
て
さ
か
の

ぼ
る
こ
と
約
１
時
間
。
大
崩
山
系

の
南
側
に
位
置
す
る
鉾
岳
（
１
２

７
７
㍍
）
の
峻
険
が
見
え
て
く
る
。

鹿
川
渓
谷
は
そ
の
西
麓
に
あ
る
。

　
祝
子
川
渓
谷
同
様
、
花
崗
岩
を

な
め
る
よ
う
に
流
れ
下
る
清
流
は

冷
た
く
、
ど
こ
ま
で
も
透
き
通
っ

て
い
る
。
近
く
に
キ
ャ
ン
プ
場
が

あ
り
、
夏
場
は
県
内
外
か
ら
家
族

連
れ
な
ど
多
く
の
人
で
に
ぎ
わ
う
。

三
川
内
渓
谷

　
延
岡
市
街
か
ら
東
九
州
道
北
浦

I
C
経
由
で
約
40
分
。
北
川
の
小

川
中
流
に
見
ら
れ
る
清
流
。
河
原

は
広
く
、
上
流
か
ら
の
涼
風
の
通

り
道
に
な
っ
て
い
る
。
浅
瀬
で
は

水
浴
び
も
で
き
る
。

見
立
渓
谷

　
国
道
２
１
８
号
の
青
雲
橋
の
下

を
流
れ
る
日
之
影
川
上
流
の
渓
谷
。

延
岡
市
街
か
ら
車
で
約
１
時
間
１

０
分
。
ふ
つ
う
旧
見
立
鉱
山
製
錬

所
跡
下
か
ら
上
流
の
渓
谷
を
指
す
。

傾
山
（
１
６
０
５
㍍
）
か
ら
流
れ

下
る
清
流
は
涼
感
あ
ふ
れ
る
。
近

く
に
キ
ャ
ン
プ
場
や
「
英
国
館
」

が
あ
る
。

　
途
中
、
石
垣
の
村
で
知
ら
れ
る

戸
川
地
区
、
同
地
区
か
ら
見
立
集

落
の
間
は
「
日
之
影
渓
谷
」
と
呼

ば
れ
、
こ
の
渓
谷
も
見
ご
た
え
が

あ
る
。 日

之
影

石
並
川
渓
谷

　
日
向
市
街
か
ら
国
道
10
号
沿
い

の
美
々
津
郵
便
局
手
前
を
右
折
。

同
市
街
か
ら
30
分
ほ
ど
で
行
け
る
。

渓
谷
は
石
並
川
キ
ャ
ン
プ
場
の
す

ぐ
上
流
に
あ
る
。
瀞（
と
ろ
）に
な
っ

て
い
る
水
面
に
渓
谷
沿
い
の
木
々

が
映
え
て
美
し
く
、
涼
し
さ
を
誘

う
。

　
右
岸
は
切
り
立
っ
た
柱
状
節
理

の
岩
。
左
岸
は
人
の
頭
ほ
ど
の
石

が
ご
ろ
ご
ろ
。
そ
の
対
照
的
な
風

景
が
お
も
し
ろ
い
。

日
　
向

M I T A T E K E I K O K U

I S H I N AM I G AWAK E I K O K U

HOU R I G AWAK E I K O K U

S H I S H I G AWAK E I K O K UM I K AWAU CH I K E I K O K U

（
ほ
う
り
が
わ
け
い
こ
く
）

（
し
し
が
わ
け
い
こ
く
）

（
み
た
て
け
い
こ
く
）

（
い
し
な
み
が
わ
け
い
こ
く
）

（
み
か
わ
う
ち
け
い
こ
く
）
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❶石並川キャンプ場の少し上流にある瀞（とろ）になった渓
谷。右岸は柱状節理（ちゅうじょうせつり）、左岸は巨礫
（きょれき）がゴロゴロ。水面に映える木々が涼しさを呼ぶ。
上流には急流や滝も見られる❷流れの速い場所もあり、静
と動の対比が面白い❸渓谷近くにあるキャンプ場

●お問合わせ
日向市 産業経済部 観光振興課 ☎0982-52-2111（代）

〒882-1101  日向市美々津町4803

石
並
川
渓
谷

MAP▶▶

❶鉾岳（1277㍍）の麓を流れ下
る「鹿川（ししがわ）渓谷」❷渓谷
そばのキャンプ場❸渓谷の一角
にデーンと居座る巨石。奥の民
家と比べるとその巨大さがわか
る

●お問合わせ
延岡市役所 北方町総合支所
☎0982-47-3601

〒882-0231  
延岡市北方町上鹿川申986-45

鹿
川
渓
谷❶北浦町三川内にある渓

流。水は澄み切っている。
夏場は家族連れなどでに
ぎわう。❷研修・宿泊施設
の清流荘。❸バンガロー

●お問合わせ
一般社団法人 延岡観光協会
☎0982-29-2155

〒889-0804  
延岡市北浦町三川内5681

三
川
内
渓
谷

AR
コンテンツ

MAP▶▶ MAP▶▶
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延
　
岡

❶日本一の透明度と言われる「祝子川渓谷」。大崩山（1644
㍍）の麓を流れ下る。角のとれた巨石は花崗岩。洪水のたび
に巨石の位置が変わるといわれるほど急流。❷大崩山の麓
にある天然温泉「美人の湯」。❸上祝子にあるキャンプ場。❹
発電所近くの橋から見た祝子川渓谷。大崩山と渓谷の対比
が近くで眺められるポイント。

1

県
北
雑
学

●お問合わせ
延岡市役所 北川総合支所 ☎0982-46-5010

〒889-0101  延岡市北川町川内名

祝
子
川
渓
谷

❶日之影川が造る渓谷。水の透明度は高く、夏でも冷たい。
❷渓谷に注ぐ黒谷の滝。かなり迫力がある。❸渓流のそばに
あるキャンプ場。その上には「英国館」がある。❹透明度の高
さがわかる。❺見立渓谷に行く途中には日之影渓谷がある。
写真は｢石垣の村｣で有名な戸川地区の自然遊歩道の橋。ヤ
マメ釣りを楽しむ人も多い。

●お問合わせ
日之影町地域振興課 ☎0982-87-3910

〒882-0403 日之影町見立出羽

AR
コンテンツ

AR
コンテンツ

AR
コンテンツ

見
立
渓
谷

祝
子
川
渓
谷

　
延
岡
市
街
か
ら
車
で
約
１
時
間
。

祖
母
傾
国
定
公
園
の
名
峰
・
大
崩

山
（
１
６
４
４
㍍
）
の
麓
を
流
れ

る
祝
子
川
（
ほ
う
り
が
わ
）
が
刻

ん
だ
渓
谷
。
花
崗
岩
の
巨
石
を
縫

う
よ
う
に
流
れ
る
渓
流
に
透
明
度

は
、
世
界
一
と
言
っ
て
も
過
言
で

は
な
い
。

　
ザ
ー
ザ
ー
と
流
れ
下
る
清
流
は
、

真
夏
で
も
冷
た
く
、
渓
谷
を
吹
き

抜
け
て
い
く
風
は
、
ま
さ
に
天
然

の
ク
ー
ラ
ー
。
上
祝
子
集
落
の
一

角
に
あ
る
キ
ャ
ン
プ
場
か
ら
渓
谷

に
降
り
て
行
け
る
。

鹿
川
渓
谷

　
延
岡
市
街
か
ら
五
ヶ
瀬
川
の
支

流
・
綱
の
瀬
川
に
沿
っ
て
さ
か
の

ぼ
る
こ
と
約
１
時
間
。
大
崩
山
系

の
南
側
に
位
置
す
る
鉾
岳
（
１
２

７
７
㍍
）
の
峻
険
が
見
え
て
く
る
。

鹿
川
渓
谷
は
そ
の
西
麓
に
あ
る
。

　
祝
子
川
渓
谷
同
様
、
花
崗
岩
を

な
め
る
よ
う
に
流
れ
下
る
清
流
は

冷
た
く
、
ど
こ
ま
で
も
透
き
通
っ

て
い
る
。
近
く
に
キ
ャ
ン
プ
場
が

あ
り
、
夏
場
は
県
内
外
か
ら
家
族

連
れ
な
ど
多
く
の
人
で
に
ぎ
わ
う
。

三
川
内
渓
谷

　
延
岡
市
街
か
ら
東
九
州
道
北
浦

I
C
経
由
で
約
40
分
。
北
川
の
小

川
中
流
に
見
ら
れ
る
清
流
。
河
原

は
広
く
、
上
流
か
ら
の
涼
風
の
通

り
道
に
な
っ
て
い
る
。
浅
瀬
で
は

水
浴
び
も
で
き
る
。

見
立
渓
谷

　
国
道
２
１
８
号
の
青
雲
橋
の
下

を
流
れ
る
日
之
影
川
上
流
の
渓
谷
。

延
岡
市
街
か
ら
車
で
約
１
時
間
１

０
分
。
ふ
つ
う
旧
見
立
鉱
山
製
錬

所
跡
下
か
ら
上
流
の
渓
谷
を
指
す
。

傾
山
（
１
６
０
５
㍍
）
か
ら
流
れ

下
る
清
流
は
涼
感
あ
ふ
れ
る
。
近

く
に
キ
ャ
ン
プ
場
や
「
英
国
館
」

が
あ
る
。

　
途
中
、
石
垣
の
村
で
知
ら
れ
る

戸
川
地
区
、
同
地
区
か
ら
見
立
集

落
の
間
は
「
日
之
影
渓
谷
」
と
呼

ば
れ
、
こ
の
渓
谷
も
見
ご
た
え
が

あ
る
。 日

之
影

石
並
川
渓
谷

　
日
向
市
街
か
ら
国
道
10
号
沿
い

の
美
々
津
郵
便
局
手
前
を
右
折
。

同
市
街
か
ら
30
分
ほ
ど
で
行
け
る
。

渓
谷
は
石
並
川
キ
ャ
ン
プ
場
の
す

ぐ
上
流
に
あ
る
。
瀞（
と
ろ
）に
な
っ

て
い
る
水
面
に
渓
谷
沿
い
の
木
々

が
映
え
て
美
し
く
、
涼
し
さ
を
誘

う
。

　
右
岸
は
切
り
立
っ
た
柱
状
節
理

の
岩
。
左
岸
は
人
の
頭
ほ
ど
の
石

が
ご
ろ
ご
ろ
。
そ
の
対
照
的
な
風

景
が
お
も
し
ろ
い
。

日
　
向

M I T A T E K E I K O K U

I S H I N AM I G AWAK E I K O K U

HOU R I G AWAK E I K O K U

S H I S H I G AWAK E I K O K UM I K AWAU CH I K E I K O K U

（
ほ
う
り
が
わ
け
い
こ
く
）

（
し
し
が
わ
け
い
こ
く
）

（
み
た
て
け
い
こ
く
）

（
い
し
な
み
が
わ
け
い
こ
く
）

（
み
か
わ
う
ち
け
い
こ
く
）
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舟
方
轟

　
五
十
鈴
川
の
中
流
、
美
郷
町
北

郷
の
舟
方
と
黒
木
に
見
ら
れ
る
渓

流
で
、
五
十
鈴
川
が
砂
岩
層
を
横

切
っ
て
浸
食
し
て
出
来
た
も
の
で

あ
る
。

　
門
川
町
か
ら
国
道
３
８
８
号
を
、

美
郷
町
北
郷
宇
納
間
に
向
か
っ
て

行
く
と
、
黒
木
地
区
か
ら
約
２
キ

ロ
上
流
に
見
ら
れ
る
の
が
「
舟
方

轟
」。

　
舟
方
轟
は
、
砂
岩
層
が
全
体
に

白
っ
ぽ
く
、青
島
の
「
鬼
の
洗
濯
板
」

の
よ
う
に
川
床
に
平
行
し
て
キ
レ

イ
に
並
ん
で
い
る
。

　
国
道
３
８
８
号
に
沿
っ
て
い
る

た
め
、
車
を
安
全
な
場
所
に
止
め

て
気
軽
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

県
北
で
は
珍
し
い
景
観
だ
け
に
、

一
見
の
価
値
は
あ
る
。
門
川
町
役

場
か
ら
約
30
分
。
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

 

越
表
の
甌
穴
群

　「
こ
ん
な
に
キ
レ
イ
な
岩
石
が
あ

る
の
だ
ろ
う
か
」
と
言
い
た
く
な

る
ほ
ど
美
し
い
岩
が
日
向
市
東
郷

町
田
口
原
、
越
表
の
小
丸
川
に
見

ら
れ
る
。

　
す
ぐ
そ
ば
か
ら
見
て
も
、
遠
く

か
ら
眺
め
て
も
真
っ
白
な
岩
石
は

美
し
く
、
硬
い
岩
な
の
に
、
柔
ら

か
く
感
じ
る
。

　
岩
質
は
花
崗
斑
岩
で
、
尾
鈴
山

（
1
4
0
6
㍍
）
の
火
成
活
動
に

よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
も
の
と
い
わ

れ
る
。
頁
岩
（
け
つ
が
ん
）
と
接

触
し
て
お
り
、
頁
岩
部
分
は
灰
色

を
な
し
て
い
る
。
そ
の
コ
ン
ト
ラ

ス
ト
も
お
も
し
ろ
い
。

　
流
れ
に
よ
っ
て
造
ら
れ
た
甌
穴

が
あ
ち
こ
ち
に
見
ら
れ
、
色
々
な

奇
岩
を
創
出
し
て
い
る
。
ま
さ
に

自
然
の
芸
術
と
言
う
よ
り
ほ
か
は

な
い
。
し
か
も
、
白
い
岩
石
が
エ

メ
ラ
ル
ド
グ
リ
ー
ン
の
清
流
に
映

え
、
そ
れ
ら
を
一
層
美
し
く
見
せ

て
い
る
。
日
向
市
街
か
ら
国
道
３

２
７
号
、
４
４
６
号
で
１
時
間
弱
。

＊
参
考
文
献
＝
足
立
富
男
著
「
写
真
で

見
る
宮
崎
県
の
地
学
ガ
イ
ド
」

県
北
雑
学

NORTH MIYAZAKI  
TORIVIA
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NOBEOKA

HYUGA

KADOGAWA

MISATO

TAKACHIHO

HINOKAGE

川
の
流
れ
で
造
ら
れ
た

　
　
　
　自
然
の
芸
術
作
品

け
ん
ほ
く
の
い
ろ
い
ろ
あ
れ
こ
れ

W
+i

ng
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HO
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AT
SU
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❶県の天然記念物の渓谷だが、国の天然記念物に指定して
もクレームはつかないだろう。それほど見事な枕状溶岩が
見られる。規模は日本一。❷この柱が渓谷の目印❸水の透明
度も高く、枕状溶岩の谷間を流れ下る急流は涼を誘う

●お問合わせ
美郷町観光協会南郷支部 ☎0982-59-1601

〒883-0304  美郷町南郷鬼神野阿切（あせり）地区

AR
コンテンツ

鬼
神
野
・
栂
尾

　
　
　
溶
岩
渓
谷

　　
美
郷
町
の
神
門
地
区
か
ら

国
道
４
４
６
号
を
椎
葉
村
方

面
へ
約
20
分
。
小
丸
川
上
流

に
見
ら
れ
る
渓
谷
で
、
一
見

し
て
ほ
か
の
渓
谷
と
異
な
る

風
景
に
気
付
く
。

　
こ
こ
は
数
千
万
年
前
、
海

底
か
ら
溶
岩
が
吹
き
出
し
た

と
き
、
枕
状
に
な
っ
て
固
ま
っ

た
も
の
で
、
日
本
屈
指
の
枕

状
溶
岩
地
形
と
し
て
知
ら
れ

る
。
枕
状
溶
岩
は
、
陸
上
の

火
山
の
溶
岩
が
海
に
流
れ
込

ん
だ
と
き
に
も
出
来
る
こ
と

が
あ
る
。

　
渓
流
の
両
岸
は
樹
木
に
覆

わ
れ
、
清
流
は
枕
状
溶
岩
群

を
な
で
る
よ
う
に
下
る
。
夏

場
は
涼
感
た
っ
ぷ
り
。
近
く

に
あ
ず
ま
屋
が
あ
る
。

美 

郷

W+ing COLUMN

槙峰の
溶岩渓谷

　延岡市と日之影町の境、槙峰地
区の五ヶ瀬川にも枕状溶岩の渓谷
がある。淡い緑色をした玄武岩か
らなり、分析の結果、なんと中央
海嶺に起因するというから、かな
り深い海底で生まれたことになる。
　その枕状溶岩を見ると、鬼神野・
栂尾溶岩渓谷のものとは違い、い
かにもドローッと溶岩が絞り出さ
れたような形状をなしている。
　延岡市街から約３０分。高千穂
鉄道槙峰駅跡、県道２３７号（旧
国道２１８号）下付近の五ヶ瀬川
に見られる。

K I J I N O  T S U G A O  Y O U G A N K E I K O K U
（
き
じ
の
・
つ
が
お
よ
う
が
ん
け
い
こ
く
）

MAP▶▶
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鬼
神
野
・
栂
尾

溶
岩
渓
谷

舟
方
轟

越
表
の
甌
穴
群

ふ
な
か
た
と
ど
ろ

こ
し
お
も
て
の
お
う
け
つ
ぐ
ん

美郷町北郷黒木と入下の間、国道３８８号沿いに見られる渓谷。まるで青島の「鬼の洗濯板」の北郷版

↑若山牧水生家から10分ほど南郷神門寄りにある
　白っぽく美しい岩石を縫う小丸川の清流
←白っぽい花崗斑岩（かこうはんがん）と黒っぽい
　頁岩（けつがん）の境目 小丸川に架かる橋の上からみた甌穴群

あちこちに甌穴（おうけつ）が見られ、甌穴の中に石が入っているのもある

1

2

3

高千穂鉄道跡のアーチ橋下に見られる枕状溶岩の渓谷

淡い緑色の玄武岩の枕状溶岩

まき　   みね

AR
コンテンツ

NORTH MIYAZAKI EVENT INFORMATION
2016

月みやざき県北イベントおでかけ情報
開催日時 イベント名 場　所

6 月　２日㈭ コスタ・ビクトリア寄港 日向市細島港

6 月　４日㈯ ひゅうが SURF ﾌｪｽﾃｨﾊﾞﾙ 日向市お倉ヶ浜

6 月１０日㈮ 城山の鐘まつり   延岡市城山

6 月１２日㈰ 北浦～島浦横断遠泳大会 延岡市

開催日時 イベント名 場　所

6 月１２日㈰ 子育て応援フェスティバル 門川町クリエイティブＣ

6 月中旬 椎野あじさい祭り 美郷町北郷椎野

6 月中旬 ホタルまつり 高千穂町山附

6月25日㈯・26日㈰ おかげＳｕｎマルシェ 日之影町こんにゃく村

6
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舟
方
轟

　
五
十
鈴
川
の
中
流
、
美
郷
町
北

郷
の
舟
方
と
黒
木
に
見
ら
れ
る
渓

流
で
、
五
十
鈴
川
が
砂
岩
層
を
横

切
っ
て
浸
食
し
て
出
来
た
も
の
で

あ
る
。

　
門
川
町
か
ら
国
道
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８
８
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を
、

美
郷
町
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宇
納
間
に
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、
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地
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か
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キ
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上
流
に
見
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れ
る
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が
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舟
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舟
方
轟
は
、
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が
全
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に
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っ
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島
の
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の
洗
濯
板
」

の
よ
う
に
川
床
に
平
行
し
て
キ
レ

イ
に
並
ん
で
い
る
。

　
国
道
３
８
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号
に
沿
っ
て
い
る

た
め
、
車
を
安
全
な
場
所
に
止
め

て
気
軽
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

県
北
で
は
珍
し
い
景
観
だ
け
に
、

一
見
の
価
値
は
あ
る
。
門
川
町
役

場
か
ら
約
30
分
。
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

 

越
表
の
甌
穴
群

　「
こ
ん
な
に
キ
レ
イ
な
岩
石
が
あ

る
の
だ
ろ
う
か
」
と
言
い
た
く
な

る
ほ
ど
美
し
い
岩
が
日
向
市
東
郷

町
田
口
原
、
越
表
の
小
丸
川
に
見

ら
れ
る
。

　
す
ぐ
そ
ば
か
ら
見
て
も
、
遠
く

か
ら
眺
め
て
も
真
っ
白
な
岩
石
は

美
し
く
、
硬
い
岩
な
の
に
、
柔
ら

か
く
感
じ
る
。

　
岩
質
は
花
崗
斑
岩
で
、
尾
鈴
山

（
1
4
0
6
㍍
）
の
火
成
活
動
に

よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
も
の
と
い
わ

れ
る
。
頁
岩
（
け
つ
が
ん
）
と
接

触
し
て
お
り
、
頁
岩
部
分
は
灰
色

を
な
し
て
い
る
。
そ
の
コ
ン
ト
ラ

ス
ト
も
お
も
し
ろ
い
。

　
流
れ
に
よ
っ
て
造
ら
れ
た
甌
穴

が
あ
ち
こ
ち
に
見
ら
れ
、
色
々
な

奇
岩
を
創
出
し
て
い
る
。
ま
さ
に

自
然
の
芸
術
と
言
う
よ
り
ほ
か
は

な
い
。
し
か
も
、
白
い
岩
石
が
エ

メ
ラ
ル
ド
グ
リ
ー
ン
の
清
流
に
映

え
、
そ
れ
ら
を
一
層
美
し
く
見
せ

て
い
る
。
日
向
市
街
か
ら
国
道
３

２
７
号
、
４
４
６
号
で
１
時
間
弱
。

＊
参
考
文
献
＝
足
立
富
男
著
「
写
真
で

見
る
宮
崎
県
の
地
学
ガ
イ
ド
」

県
北
雑
学

NORTH MIYAZAKI  
TORIVIA
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NOBEOKA
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川
の
流
れ
で
造
ら
れ
た

　
　
　
　自
然
の
芸
術
作
品

け
ん
ほ
く
の
い
ろ
い
ろ
あ
れ
こ
れ

W
+i

ng
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EN
HO
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SU
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❶県の天然記念物の渓谷だが、国の天然記念物に指定して
もクレームはつかないだろう。それほど見事な枕状溶岩が
見られる。規模は日本一。❷この柱が渓谷の目印❸水の透明
度も高く、枕状溶岩の谷間を流れ下る急流は涼を誘う

●お問合わせ
美郷町観光協会南郷支部 ☎0982-59-1601

〒883-0304  美郷町南郷鬼神野阿切（あせり）地区

AR
コンテンツ

鬼
神
野
・
栂
尾

　
　
　
溶
岩
渓
谷

　　
美
郷
町
の
神
門
地
区
か
ら

国
道
４
４
６
号
を
椎
葉
村
方

面
へ
約
20
分
。
小
丸
川
上
流

に
見
ら
れ
る
渓
谷
で
、
一
見

し
て
ほ
か
の
渓
谷
と
異
な
る

風
景
に
気
付
く
。

　
こ
こ
は
数
千
万
年
前
、
海

底
か
ら
溶
岩
が
吹
き
出
し
た

と
き
、
枕
状
に
な
っ
て
固
ま
っ

た
も
の
で
、
日
本
屈
指
の
枕

状
溶
岩
地
形
と
し
て
知
ら
れ

る
。
枕
状
溶
岩
は
、
陸
上
の

火
山
の
溶
岩
が
海
に
流
れ
込

ん
だ
と
き
に
も
出
来
る
こ
と

が
あ
る
。

　
渓
流
の
両
岸
は
樹
木
に
覆

わ
れ
、
清
流
は
枕
状
溶
岩
群

を
な
で
る
よ
う
に
下
る
。
夏

場
は
涼
感
た
っ
ぷ
り
。
近
く

に
あ
ず
ま
屋
が
あ
る
。

美 

郷

W+ing COLUMN

槙峰の
溶岩渓谷

　延岡市と日之影町の境、槙峰地
区の五ヶ瀬川にも枕状溶岩の渓谷
がある。淡い緑色をした玄武岩か
らなり、分析の結果、なんと中央
海嶺に起因するというから、かな
り深い海底で生まれたことになる。
　その枕状溶岩を見ると、鬼神野・
栂尾溶岩渓谷のものとは違い、い
かにもドローッと溶岩が絞り出さ
れたような形状をなしている。
　延岡市街から約３０分。高千穂
鉄道槙峰駅跡、県道２３７号（旧
国道２１８号）下付近の五ヶ瀬川
に見られる。

K I J I N O  T S U G A O  Y O U G A N K E I K O K U
（
き
じ
の
・
つ
が
お
よ
う
が
ん
け
い
こ
く
）

MAP▶▶

AR
コンテンツ

鬼
神
野
・
栂
尾

溶
岩
渓
谷

舟
方
轟

越
表
の
甌
穴
群

ふ
な
か
た
と
ど
ろ

こ
し
お
も
て
の
お
う
け
つ
ぐ
ん

美郷町北郷黒木と入下の間、国道３８８号沿いに見られる渓谷。まるで青島の「鬼の洗濯板」の北郷版

↑若山牧水生家から10分ほど南郷神門寄りにある
　白っぽく美しい岩石を縫う小丸川の清流
←白っぽい花崗斑岩（かこうはんがん）と黒っぽい
　頁岩（けつがん）の境目 小丸川に架かる橋の上からみた甌穴群

あちこちに甌穴（おうけつ）が見られ、甌穴の中に石が入っているのもある

1

2

3

高千穂鉄道跡のアーチ橋下に見られる枕状溶岩の渓谷

淡い緑色の玄武岩の枕状溶岩

まき　   みね

AR
コンテンツ
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W+ING POWERFUL PEOPLE

スノーシューイングとは

国
際
大
会
で
銅
、国
内
大
会
で
金
・
銀

ス
ペ
シ
ャ
ル
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ス（
S
O
）と
い
う

ご
存
知
だ
ろ
う
か
。
知
的
障
害
の
あ
る
人
た
ち
の

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
こ
と
で
、定
期
的
に
国
内
大
会
、

国
際
大
会
が
開
か
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
大
会
に「
ス
ノ
ー
シ
ュ
ー
イ
ン
グ
」と

い
う
種
目
で
参
加
し
た
の
が
日
向
市
富
高
在
住
の

河
野
龍
二
さ
ん（
31
）。
河
野
さ
ん
は
赤
ち
ゃ
ん
の

と
き
に
大
病
を
患
い
、そ
の
後
遺
症
で
身
体
・
知
的

障
害
が
残
っ
た
。
現
在
、日
向
市
福
瀬
の
ス
マ
イ
ル

ホ
ー
ム
３
６
０（
髙
橋
滋
施
設
長
）に
勤
め
て
い
る
。

河
野
さ
ん
は
２
０
１
３
年（
平
成
25
）に
開
か
れ

た「
冬
季
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ゲ
ー
ム
韓
国
大
会
」（
開
催
地

ピ
ョ
ン
チ
ャ
ン
）で
１
０
０
Ｍ
×
４
リ
レ
ー
に
出
場
、

見
事
銅
メ
ダ
ル
を
獲
得
。

さ
ら
に
今
年
２
月
の「
日
本
冬
季
ナ
シ
ョ
ナ
ル

ゲ
ー
ム
新
潟
大
会
」で
は
、１
０
０
Ｍ
×
４
リ
レ
ー

（
宮
崎
１
チ
ー
ム
）で
金
メ
ダ
ル
、個
人
１
０
０
メ
ー

ト
ル
で
銀
メ
ダ
ル
に
輝
い
た
。

練
習
場
は
伊
勢
ヶ
浜　

S
O
の
国
際
大
会
は
、オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
と
同
じ

よ
う
に
夏
季
大
会
と
冬
季
大
会
が
あ
り
、交
互
に
４

年
ご
と
に
開
催
さ
れ
、そ
の
間
に
国
内
大
会
も
開
か

れ
て
い
る
。

現
在
は
夏
季
大
会
が
水
泳
、柔
道
、サ
ッ
カ
ー
、

陸
上
、ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
、ゴ
ル
フ
、ボ
ウ
リ
ン
グ
な

ど
21
種
目
。
冬
季
大
会
は
ア
ル
ペ
ン
ス
キ
ー
、
ス

ノ
ー
ボ
ー
ド
、ス
ノ
ー
シ
ュ
ー
イ
ン
グ
な
ど
７
種
目
。

ち
な
み
に
日
本
で
の
国
際
大
会
は
、２
０
０
５
年（
平

成
17
）に
長
野
で
開
か
れ
て
い
る
。

練
習
場
は
伊
勢
ヶ
浜
。「
雪
が
珍
し
い
日
向
・
延

岡
な
の
に
、何
で
ス
ノ
ー
シ
ュ
ー
イ
ン
グ
？
」と
、

疑
問
を
抱
い
た
人
も
い
る
だ
ろ
う
。
河
野
さ
ん
の

コ
ー
チ
を
し
て
い
る
鈴
木
睦
世
代
さ
ん
は「
国
際
大

会
で
エ
ジ
プ
ト
の
選
手
が
優
勝
し
た
こ
と
を
知
っ
て
、

そ
れ
な
ら
や
っ
て
み
よ
う
と
、延
岡
の
五
味
律
子
さ

ん
の
協
力
を
得
て
、砂
浜
で（
河
野
さ
ん
た
ち
の
）練

習
を
始
め
た
ん
で
す
」。

新
潟
で
の
国
内
冬
季
大
会
の
練
習
は
11
月
か
ら

２
月
に
か
け
て
日
向
市
伊
勢
ヶ
浜
で
行
い
、最
終
的

に
は
五
ヶ
瀬
ハ
イ
ラ
ン
ド
ス
キ
ー
場
で
本
番
さ
な

が
ら
の
メ
ニ
ュ
ー
を
こ
な
し
、大
会
に
臨
ん
だ
と
い

う
。河

野
さ
ん
は
リ
レ
ー
で
は
第
２
走
と
し
て
出
場
、

バ
ト
ン
タ
ッ
チ
も
ス
ム
ー
ズ
に
い
っ
て
優
勝
に
貢

献
し
た
。

　目
指
す
は
国
際
大
会
出
場

シ
ュ
ー
は
幅
約
20
セ
ン
チ
、長
さ
約
50
セ
ン
チ
の

だ
円
状
。
裏
側
に
滑
り
止
め
の
ア
イ
ゼ
ン
が
付
い

て
い
る
。
重
さ
は
１
足
約
２
キ
ロ
と
、意
外
に
重
い
。

こ
れ
を
は
い
て
砂
浜
を
歩
く
の
は
、そ
れ
な
り
の
体

力
が
い
る
。「
と
て
も
楽
し
い
で
す
。
き
つ
く
あ
り

ま
せ
ん
」と
、河
野
さ
ん
。
夏
場
は
サ
ッ
カ
ー
な
ど

を
こ
な
し
、来
年
、オ
ー
ス
ト
リ
ア
で
開
か
れ
る
国

際
大
会
に
照
準
を
合
わ
せ
て
い
る
。

文字通 り ス ノ ー
シュー（西洋かん
じき）をはいて雪
の上を歩く競技。
スキー競技のクロ
ス カ ン ト リ ー の
“ か ん じ き 版 ” と
いったところで、
一度やったら病み
付きになるくらい
楽しく面白いとい
う。

龍二さんの今後の活躍もさることな
がら、鈴木さん、五味さん、それに龍二
さんの母信子さんらは「スノーシュー
イングはすばらしい競技ということ
を知ってもらい、広げていきたいです」
と、アスリートを募っている。

連絡先は五味さん
（携帯090-2714-2902）

アスリート募集

龍二さんと、母 信子さん

河野宮崎県知事と龍二さん
とピースサイン

金、銀、銅と 3 つ揃っ
たメダル

日向市富高在住の31歳。
スペシャルオリンピックスで
2013年冬期ナショナルゲー
ム韓国大会100Ｍ×4リレーで
銅メダルを獲得。2016年2月
の「日本冬季ナショナルゲーム
新潟大会」100Ｍ×4リレーで
は金メダル、個人１００メートル
で銀メダルを獲得するなど今
後も活躍が期待されるスノー
シューイングプレーヤーである。

PROFILE_RYUJI KAWANO

河野 龍二さん

スノーシューイングプレーヤー

RY U J I  K AWA N O

［31歳］

スペシャルオリンピックス
スノーシューイングのメダリスト

今度の大会も頑張ります！
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